
汐見台中学校防災訓練（２０２４年２月１７日）

汐見台中学校で２月１７日に防災訓練が行われました。この防災訓練の参加者は避難場所を設置する
という意味合いが強い「共助」を目的とした訓練です。小学校の防災訓練のような机の下に隠れて、
集団で避難するという「自助」を目的とはしていません。

あくまでも耐震性のマンションに住んでいる人は、横浜市も「自宅待機」が前提です。

その上で、災害時には「汐見台地区の避難所の運営はその居住民が行うべき」という方針があります。

よって、震災後に防災委員会のメンバー（その年の自治会長）が、汐見台中学校に出向き、避難所の
開設に協力します。

防災訓練の設置は横浜防災ライセンスメンバー、汐見台中学校職員、生徒、防災委員会メンバーでし
たが、訓練に参加したメンバーもそれぞれの設置・使い方・活動紹介を説明してもらっていました。

本当の震災時には、上記担当者が集まれるとは限りません。多くの住民に避難所の開設自作業を理解
してもらい、手が空いた人に「共助」目的で汐見台中学校に来てもらい、開設を手伝ってもらう必要
があります。防災訓練は、その予備知識を多くの人に知ってもらう場となります。

グランドステージ磯子（ＧＳＩ）は汐見台中学校の隣で、「共助」しやすい環境です。宜しくご理解
お願い致します。



＜ハマッコトイレ＞

ハマッコトイレは、汐見台中学校校庭の大通り
側真ん中にある倉庫に収納してあります。

設置場所はマンション下、信号近くの校庭右隅
です。ハマッコトイレの説明掲示板があります。

汐見台中学校のマンホールは地面目印から１５
～３０ｃｍ埋まったところにあり、震災時はそ
こを掘り起こしてトイレを設置します。

中学生２０人で掘っても１時間かかると言われ
ています。設置には作業人数が必要です。

設置後は誰でも使えますが、頻繁に使う場合、
溜まった汚物をプールから水流す等、メンテ作
業の手伝いを分担して行います。

トイレは一般用と車いす用があります。



＜発電機・エンジンカッター＞

備蓄品の中にエンジンカッ
ター、発電機があります。

エンジンカッターは不良で動
きませんでしたが、発電機は
ガソリン式・ガスポンべ式の
２通りが紹介されました。

発電機は体育館内の照明用、
ハマッコトイレに使う水を
プールからくみ出すポンプ用
です。

他にも右表のような、各作業
に用いる関連備蓄品がありま
す。



＜備蓄品詳細＞

備蓄品倉庫は校門を
入った中庭にあります。

最新の情報です



＜デジタル移動無線＞

避難訓練ではデジタル移動無線で区役
所との連絡デモがありました。

しかし、デジタル無線はアマチュア無
線非常通信協力会磯子支部メンバー個
人からの借用品で、汐見台中学校には
設置されていません。

災害時には緊急時優先ケーブルが２本
あり、普通の電話２台が使われます。

黒い電話が区役所との連絡用。被災者
向けには白い電話が使われる予定です。
料金は無料とのことでした。

ＧＳＩとしても、被災状況や配給に関
する情報収集はこの拠点から得ること
になります。



＜磯子区災害ボランティアネットワーク＞

災害ボランティアネットワークは被災後のボ
ランティアと被災者をつなぐ役割を担います。

つなぎ役としてボランティアに参加できる人
を募集している様です。



＜避難生活の区割り＞

汐見台中学校の体育館が避難場所になり
ます。

その一人当たりの区画は〇で囲んだ１ｍ
×２ｍの狭いスペース。

周りに区切りも無く、全員で１６０名の
収容スペースしかありません。

コロナ対策が加わると、０．９ｍ×１．
８ｍになり、間隔を空けるので収容人数
は８０名に減るそうです。

汐見台には耐震性が弱い団地や、高齢者
が多い住宅もあり、ＧＳＩの居住者が入
る余裕はありません。

自宅で被災生活を送れる準備をお願い致
します。
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